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高校
教師の心得

監修

服部 次郎
（はっとり・じろう）東京女子体育大学・
短期大学教授。筑波大学附属坂戸高等
学校教諭，同校長，筑波大学教授など
を経て，2006年４月から現職。全国高等
学校長協会理事など公職を歴任している。

教師の仕事を知る③

　高校時代の楽しい思い出といえば，体育祭・
文化祭や修学旅行などの学校行事に参加したこ
とや，球技大会や合唱コンクールなどの生徒会
行事に参加したことなどが挙げられるでしょう。
このような行事に楽しく参加するためには，ホ
ームルームの仲間たちとの健全な集団生活が不
可欠ですね。このように，望ましい集団活動を
通して生徒たちが集団や社会の一員としての在
り方を学んでいく教育を「特別活動」といい，
高等学校学習指導要領の第５章に，ホームルー
ム活動・生徒会活動・学校行事の３つが掲げら
れています。

生徒会活動の指導
　ホームルーム指導については，本連載の第５
回で取り上げましたので，ここでは生徒会活動
の指導について述べます。
　生徒会活動の指導について，学習指導要領で
は「教師の適切な指導の下に，生徒の自発的，
自治的な活動が効果的に展開されるようにする」
こととされていますが，ここが難しいところで
す。例えば，「生徒会機関誌」を発行する際，
この編集・発行に教師がどうかかわるかは重要

です。編集委員である生徒たちがすべてを企画・
編集して，個性的で文化的な機関誌が発行され
ることが理想ですが，その作業の過程では，生
徒会顧問（生徒会活動を指導する教師。生徒指
導部の一係）は定期的に編集委員長に経過を報
告させたり，時々編集会議に参加したりして，
機関誌の内容を掌握していなければなりません。
これには，自治意識の高い生徒ほど「生徒会機
関誌の内容を教師が検閲するのは，言論の自由
の侵害である」などと抗議しますが，「そうで
はない。生徒会機関誌といえども本校の教育活
動の一環で，その内容については校長が責任を
負っているのだ」と説得できなければなりませ
ん。もしも放任していて，いじめや個人攻撃の
記事，不道徳・反社会的な内容，差別的な言葉
などが載った機関誌が発行されてしまったら，
「生徒の自治活動」では許されず，学校教育の
重大な過誤として校長および教師の責任が問わ
れることになるのです。
　つまり，生徒会活動の指導では，教師が細か
く口出しすると「生徒の自発的，自治的な活動」
は展開しないけれども，「教師の適切な指導」
を放棄して放任すると，重大な過誤を生じかね
ません。生徒に自発的に活動させながら，教師
は後ろから常に指導の目を光らせている。それ
が「教師の適切な指導」ということです。

部活動の指導
　部活動について，学習指導要領では「生徒の
自主的，自発的な参加により行われる」とされ
ていますが，その後で「学校教育の一環として，
教育課程との関連が図られるよう留意する」と
なっていて，部活動もまた学校教育の一環であ
ることが明確に示されています。生徒にとって，
部活動は高校生活を充実させるために大きな位
置を占めるものであり，部活動の指導は教師の
仕事の重要な部分であるといえます。

「部活動の指導者になりたい」は		
教員の志望動機になるか？
　教員への志望動機を問われて，「私は生徒の
ときに部活動に熱心に取り組んできたので，教
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師になって部活動の指導者になりたいです」と
答える人は多いものです。その気持ちは分かり
ますが，私立学校の部活動指導の専任コーチに
採用される場合などを除いては，部活動指導は
教師の中心的な仕事ではないことを知っておか
ねばなりません。
　教師の仕事は，まず授業，次にホームルーム
指導をはじめとする生徒指導や道徳教育の指導
であり，そして学校の業務分担である校務分掌
です。それらの仕事をこなした上での，部活動
指導なのです。確かに学校現場では，部活動指
導が仕事の中心であるかのような教師も存在し
ないわけではありません。たまに勘違いして，
「部活動指導が忙しい」ことを理由に授業は自
習が多く，ホームルームは生徒任せ，校務分掌
の会議には出てこないという教師もいますが，
そういう教師は同僚から冷たい目で見られます。
やるべき仕事をやってから部活動に取り組む，
というのが教師としての正しい考え方です。

「部活動指導にだけ熱心」では	 	
評価されない
　部活動指導にだけ熱心で，ほかの仕事に手を
抜く教師がなぜ評価されないのでしょうか。そ
れは，部活動指導はほかの指導に比べて容易で，
しかも楽しいからです。
　部活動は，同好の士の集まりです。例えば，
野球部員は皆，野球が好きで，野球が上手で，
甲子園に行きたいと思っています。つまり，生
徒の興味・関心・態度や能力の質は高く，集団
としての目標は１つです。こういう集団を指導
するのは比較的楽なことです。
　しかし，授業やホームルーム指導はこうはい

きません。生徒の興味・関心・態度や能力は一
様ではなく，集団の目標も１つではくくれませ
ん。部活動ではほとんどあり得ないでしょうが，
授業やホームルーム指導では教師に反抗する生
徒もいます。教師は，さまざまな個性を持った
多様な生徒たちと向き合って，一人ひとりの声
に耳を傾けながら，それぞれの生徒の成長へと
つながる指導を行わなければならないのです。
誠実な教師は，この困難な仕事に日々取り組ん
でいます。ですから，授業やホームルーム指導
や校務分掌をいい加減にして，部活動指導にだ
け熱心な教師が評価されるはずはありません。
　教師としてやるべき仕事をやった上で，部活
動指導をするのは大いに結構なことです。部活
動指導は，教師生活に潤いや張りをもたらす楽
しい仕事になるはずです。私自身も，長い高校
教師時代を振り返ると，部活動指導での良い思
い出がたくさんあります。
　ですから，教員採用試験の志望動機では，「授
業やホームルーム指導にしっかり取り組んだ上
で，機会があれば自分の得意な部活動を指導で
きたらと思います」と言うのが適当でしょう。

☆
次
回
は
進
路
指
導
を
取
り
上
げ
ま
す
。

高校教師の「生徒会活動」
　○生徒の自発的，自治的な活動を尊重しつつ，教師は常に適切な指導を忘れない

高校教師の「部活動」
　○部活動指導は教員の志望動機になるか？
　　→ まずは授業・ホームルーム指導・校務分掌にしっかり取り組んだ上で，と心得よう

P o i n t ！


